
第９回浦和野田線の整備に関する意見交換会 

 

【日 時】令和８年５月２６日（火）１４：３０～１５：３０ 

【場 所】荻島地区センター・公民館 多目的ホール 

【参加者】北越谷一丁目自治会、北越谷二丁目自治会、北越谷二丁目東自治会、北越谷三丁目自治会、北

越谷四丁目自治会、北越谷五丁目自治会、南荻島出津自治会、堤根自治会、さしきだ自治会、

文教大学、越谷警察署、元荒川の自然を守る会、越谷市道路建設課・学務課、埼玉県総合治水

事務所、埼玉県越谷県土整備事務所 

     （計２７名） 

【傍聴者】２名 

【議 事】 

(1) 新年度顔合わせ 

(2) 浦和野田線の事業概要 

(3) 第３回オープンハウス型説明会の開催概要 

(4) 令和８年度の検討概要 

(5) 今後のスケジュール            

【主な意見交換の概要】   （ ○：構成員、➤：事務局 ） 

出津橋周辺の横断手法 

○ 案 6（道路嵩上げ案）において、雨水対策はどう考えているのか。 

また、検討段階とのことなので意見として述べるが、検討素案のスロープは、幅員も広くなって良い

と思うが、着地地点が東側に行き過ぎているため、途中で西側に折り返す箇所を追加すると良いと

思う。 

併せて、横断歩道から直線的かつ横断歩道と同程度の幅員とした階段を設けると良いと思う。 

➢ 雨水対策について、まずは横断手法の検討結果を踏まえた道路構造を決定したいと考えている。道

路排水の対策については、その構造に応じて検討する予定である。 

スロープの形状等については、今後検討する際の参考とする。 

 

○ ちょうど（東側の下り）勾配が終わるところで市道と接道するが、そこに雨水が集中するのではない

か。ついては、横断手法の検討段階から考えた方がよい。 

➢ 今後検討する際の参考とする。 

 

○ 案 6（道路嵩上げ案）のスロープは幅員 3.5m となっているが、自転車と歩行者の分離や通行方法に

ついて、具体的な対策（歩行者と自転車の通行箇所を分ける等）は考えているのか。 

➢ 現時点の仮定にはなるが、スロープ部分において自転車は降りて通行していただく可能性もある。 

詳細については、利用実態や関係機関との協議を踏まえて、今後検討していく。 

 

 

－ 以上 － 


